
 

 

 

 

＜巡回校校長より＞ 巡回校 池雪小学校長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜医療専門相談＞ 

専門の先生をお招きし、必要な支援について、助言をいただきます。 

  

 

 

作業療法士の先生は、こどもたちの体の使い方について助言してくださる先生です。お箸の操作

がうまくできない、体幹が弱く姿勢の保持ができないなどの悩みをもつこどもたちを観察し、助言

をいただきます。 

御希望される方は、サポートルームの連絡帳、またはお電話にて６月１９日（金）までに、御連

絡ください。限られた時間で行うため、相談できる人数に限りがございますので、御了承ください。 

  実施については、１週間前を目安に決定し、申し込まれた御家庭に電話連絡いたします。場所に

ついては、馬込第三小、馬込小、池雪小のいずれかで行う予定です。 

 

 １学期  

サポートルーム終了 

２学期  

サポートルーム開始 

馬込第三小学校 ７月１３日（月） ９月７日（月） 

馬込小学校 
７月１０日（金） ９月４日（金） 

池雪小学校 

令和８年６月吉日 No. 2 

馬込第三小  拠点校校長  

馬込小   巡回校校長  

池雪小   巡回校校長  

 

サポートルーム通信

日時：①７月３０日（木）１４：００～１６：００ 

   ②８月２７日（木）１４：００～１６：００ 

担当：作業療法士 

※ 別紙にて個人面談（7/14、7/15、7/16）のお知らせをお配りします。御希望の日時を御記入の上、御提出ください。 

 新年度に入り、早くも 1学期の中間点になります。進級した新しい学年・学級でのお

子様の様子はいかがでしょうか。新たな楽しみとともに、これまでにはなかった悩みが

生まれることもあるでしょう。私は、こどもが出会うことの全てが、きっと将来の糧に

なるものと信じています。「塞翁が馬」ということわざがありますね。少なくとも大人

は目先の一つ一つに一喜一憂しすぎることなく、大きな視点からこどもを支えていくこ

とが必要です。サポートルームは、個別の支援計画に基づき、ニーズに応じたきめ細か

な支援を行うことによって、一人一人の「できる」「うまくいく」という自信をじっく

りとはぐくむ場であると考えます。抱える困難さの克服だけではなく、その子ならでは

の「強み」「可能性」に十分光を当てることも大切にしたいものです。それぞれのご家

庭や学級担任等と情報共有を密にし、共に考え、共に実践し、そして共に喜び合えるよ

うな機会がたくさんできるとすてきです。 

＜サポートルーム行事予定表＞ 

 

〈裏面へ続く〉 

 新年度を迎え２か月がたちました。それぞれの学校で進級にあたりこどもたちも新た

な気持ちでのスタートが切れたのではないかと思います。社会生活を営む上での規範や

様々な人々と共に生活するために必要なコミュニケーションについては、学校教育にお

いてもこれからの時代を背負って立つ児童育成に向けた大きな基盤の一つとなるもの

です。サポートルームでの学習においても、まずは、教員とこどもたちとの信頼関係構

築の中で一人ひとりの思いを受け止め、「やってみたい」「学んでみたい」というこども

本来の学習意欲を引き出し、主体的かつ有意義な学習につなげていけるようにサポート

してまいりたいと考えています。保護者の皆様におかれましても、保護者会や面談の機

会に少しでもこどもの学校での様子を共有させていただけるとありがたいです。こども

のよりよい成長を目指し、家庭と学校でより一層の連携を継続していくことが大切であ

ると考えますので、今年度１年間、こどもの笑顔と成長がたくさん見られますように御

協力をお願い申し上げます。 

※金曜日ですが、火曜日の授業時数確保
のため、火曜日の時間割で行います。 



 

＜このような学習をしています＞ ～小集団の授業より～ 

  サポートルームの小集団の授業は、３～５名で行っています。グループのこどもたちの実態に合

わせて「話し手を見て聞く」「口を閉じて聞く」「質問する」などの授業参加に必要な「めあて」を

提示しています。「背筋が伸びているね。」「目が合っているね。」など具体的な行動を認めたり、「今、

気付けたね」と、自分から行動に移せたときに言葉で伝えて認めています。「できた」「うまくいっ

た」という成功体験を積み重ね、よい行動が継続できるように指導しています。 

 

 「テーマトーク」 

最近あった出来事や自分のことをテーマに取り上げ、みんなの前で話します。「休みの日にし

たこと」「好きな食べ物」「委員会や係活動」など、出されたテーマに沿って自分の考えを整理

してみんなの前で話します。グループに合わせて、話型を提示

し、担当の教員と相談する時間を取ることにより、自分の考え

をまとめ、落ち着いて話せるようにしています。 

また、友達の話を聞くときは、体を向けて、相手の顔を見て

聞くことや、話の内容に合わせて相手に質問することにより、

話し手に注意を向けながら聞く意識を高めています。 

  

「まいっかどんまい」 

「まいっかどんまい」は、トランプの赤が出るか黒が出るかを答えるゲームです。 

結果はもちろん「運」です。当たりはずれのあるゲームをするときに、気持ちをコントロール

して、楽しく遊ぶマナーの学習をしています。はずれたら、「まいっか」と答え、気持ちを切り

替える練習をしています。当たったら、「よしっ」と言います。周りで見ている友達は、はずれ

たら「どんまい」、当たれば「ラッキー」と伝えます。 

はずれても、負けても、「まいっか」「どんまい」と気持ちを前向きに切り替えていけるよう、

ゲームを通して学習しています。 

 

 

 

 

 

 

 


